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質問: 1
銀行会社は、オンラインビジネス用の新しい APIセットを開発しています。重要な APIの 1つは、システ
ム APIであるマスタールックアップ APIです。このマスタールックアップ APIは、永続的なオブジェク
トストアを使用します。この APIは、マスタールックアップデータを提供するために、他のすべての API
で使用されます。

マスタールックアップ APIは、キャッシュするマスターデータが大量にあるため、それぞれ 0.1 vCoreの
2つの cloudhubワーカーにデプロイされます。マスタールックアップデータは、キーと値のペアとして
保存されます。キーがキャッシュ内に見つからない場合、キャッシュは更新されます。

パフォーマンステストを行ったところ、マスタールックアップ APIは、マスタールックアップデータを
取得するためのデータベースクエリの実行により、応答時間が長くなることが観察されました。

このパフォーマンスの問題により、オンラインビジネスの稼働は保留されており、銀行に財務上の損失を

もたらす可能性があります。

統合アーキテクトとして、パフォーマンスの問題を解決するために次のオプションのうちどれを提案しま

すか?
A.追加の Cloudhubワーカーを追加して、追加の容量を提供します
B.マスタールックアップ APIのすべての GETエンドポイントに HTTPキャッシュポリシーを実装する
C.マスタールックアップ APIのすべての GETエンドポイントに HTTPキャッシュポリシーを実装し、
ロックを実装してオブジェクトストアへのアクセスを同期します。

D. vCoreのサイズを 0.1 vCoreから 0.2 vCoreにアップグレードします。
正解: C (コメントを発表する)

質問: 2
組織は、サーバルデータベース操作と他のいくつかのコネクタとの間のオールオアナッシングトランザ

クションをサポートするミュールアプリケーションを設計しています。これにより、コネクタのいずれか

に問題が発生した場合にすべてがロールバックされます。トランザクション。

A. VM
B. Anypoint MQ
C. SFTP
D.オブジェクトストア
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正解: A (コメントを発表する)
Correct answer is VM VM support Transactional Type. When an exception occur, The transaction rolls
back to its original state for reprocessing. This feature is not supported by other connectors.
Here is additional information about Transaction management:

質問: 3
Muleアプリケーションは、HTTP要求操作を使用して外部 APIを呼び出します。
外部 APIは、ステータスコードを適切に使用するために HTTP仕様に従います。
外部 APIからの HTTP要求操作に 3xxステータスコードが返される場合、考えられる原因は何ですか?
A.外部 APIで要求が受け入れられませんでした
B.リクエストは外部 APIによって別の URLにリダイレクトされました
C.リクエストは外部 APIによって受信されませんでした
D.リクエストは外部 APIによって受け入れられました
正解: (正解を表示します)
3xx HTTP status codes indicate a redirection that the user agent (a web browser or a crawler) needs to
take further action when trying to access a particular resource.

質問: 4
展示を参照してください。

ビジネスプロセスには、HTTPを介して互いに非同期に対話する 2つの APIが含まれます。各 APIは
Muleアプリケーションとして実装されます。API 1は最初の HTTPリクエストを受信し、API 2を (ファイ
アアンドフォーゲット方式で)呼び出します。API 2は、処理が完了すると、API 1にコールバックして、
非同期プロセスの完了を通知します。

各 APIは、複数の冗長 Muleランタイムと個別のロードバランサにデプロイされ、個別のネットワーク
ゾーンにデプロイされます。

ネットワークアーキテクチャで、API 1と API 2の間の上記の相互作用を有効にするには、ファイア
ウォールルールをどのように構成する必要がありますか?
A.証明書が両方の APIで使用されることを承認するには
B.各 APIの Mule Runtimesおよびネットワークゾーンから他の APIのロードバランサへの通信を有効
にするには

C.両方の APIの Muleランタイム間の直接双方向通信を開く
D.各 APIで使用するロードバランサー間の通信を許可する
正解: (正解を表示します)
* If your API implementation involves putting a load balancer in front of your APIkit application, configure
the load balancer to redirect URLs that reference the baseUri of the application directly. If the load
balancer does not redirect URLs, any calls that reach the load balancer looking for the application do not
reach their destination.
* When you receive incoming traffic through the load balancer, the responses will go out the same way.
However, traffic that is originating from your instance will not pass through the load balancer. Instead, it is
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sent directly from the public IP address of your instance out to the Internet. The ELB is not involved in that
scenario.
* The question says "each API is deployed to multiple redundant Mule runtimes", that seems to be a hint
for self hosted Mule runtime cluster. Set Inbound allowed for the LB, outbound allowed for runtime to
request out.
* Hence correct way is to enable communication from each API's Mule Runtimes and Network zone to the
load balancer of the other API. Because communication is asynchronous one

質問: 5
その Muleアプリケーションによって公開されたエンドポイントに Anypoint Platformによって適用され
る APIポリシーを持つことができる Muleアプリケーションはどれですか?
A. HTTP/1x経由でリクエストを受け入れる Muleアプリケーション
B. TCP経由で JSON要求を受け入れるが、応答を提供する必要がない Muleアプリケーション。
C.WebSocket経由で JSON要求を受け入れる Muleアプリケーション
D. HTTP/2経由で gRPCリクエストを受け入れる Muleアプリケーション
正解: A (コメントを発表する)
* HTTP/1.1 keeps all requests and responses in plain text format.
* HTTP/2 uses the binary framing layer to encapsulate all messages in binary format, while still
maintaining HTTP semantics, such as verbs, methods, and headers. It came into use in 2015, and offers
several methods to decrease latency, especially when dealing with mobile platforms and server-intensive
graphics and videos
* Currently, Mule application can have API policies only for Mule application that accepts requests over
HTTP/1x

質問: 6
ある組織が、REST APIを実装する Muleアプリケーションを開発しました。Muleアプリケーションは、顧
客がホストする Muleランタイムのクラスタにデプロイされます。
インバウンド API要求をクラスタの Muleランタイム全体に分散するために、顧客が提供する必要がある
追加のインフラストラクチャコンポーネントは何ですか?
A.メッセージブローカー
B. HTTPロードバランサー
C.データベース
D.オブジェクトストア
正解: (正解を表示します)
Correct answer is An HTTP Load Balancer.
Key thing to note here is that we are deploying application to customer hosted Mule runtime. This means
we will need load balancer to route the requests to different instances of the cluster.
Rest all options are distractors and their requirement depends on project use case.

質問: 7
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統合ミュートアプリケーションは、CSVファイルから行のリストを使用して処理します。CSVファイル
とまったく同じ順序で、各行を CSVファイルから読み取って検証し、行データを JMSキューに送信する
必要があります。

行のいずれかの処理ステップが失敗した場合、その行のログエントリを書き込む必要がありますが、他の

行の処理に影響を与えてはなりません。

上記の要件を実装する際に最も慣用的な (意図した目的に従って使用される) Muteコンポーネントの組み
合わせはどれですか?
A. Scatter-Gatherコンポーネント On Error Continueスコープ
B.最初の VMコネクタ正常なスコープオンエラースコープの伝播
C. For Each scope On Error継続スコープ
D. Asyncスコープ On Error Propagateスコープ
正解: (正解を表示します)
* On Error Propagate halts execution and sends error to the client. In this scenario it's mentioned that
"processing of other rows must not be affected" so Option B and C are ruled out.
* Scatter gather is used to club multiple responses together before processing. In this scenario, we need
sequential processing. So option A is out of choice.
* Correct answer is For Each scope & On Error Continue scope Below requirement can be fulfilled in the
below way
1) Using For Each scope , which will send each row from csv file sequentially. each row needs to be sent
sequentially as requirement is to send the message in exactly the same way as it is mentioned in the csv
file
2) Also other part of requirement is if any processing step for a row fails then it should log an error but
should not affect other record processing . This can be achieved using On error Continue scope on these
set of activities. so that error will not halt the processing. Also logger needs to be added in error handling
section so that it can be logged.
* Attaching diagram for reference. Here it's try scope, but similar would be the case with For Each loop.

質問: 8
システム API EmployeeSAPIを使用して、基礎となる SQLデータベースから従業員のデータをフェッチ
します。

アーキテクトは、データベースによって処理される冗長なトランザクションの数を最小限に抑えるため

に、従業員の安定した更新がある場合にのみデータベースにクエリを実行するか、キャッシュされた応答

を返すようにキャッシュ戦略を設計する必要があります。

アーキテクトはキャッシングの目的を達成するために何をしなければなりませんか?
A. 1時間ごとに固定の頻度でスケジューラを使用して、無効化キャッシュフローをトリガーしますオブ
ジェクトストアキャッシュ戦略を使用し、有効期限間隔を 1時間に設定します
B.従業員テーブル呼び出し無効化キャッシュに on tableルールを使用し、前述の新しい従業員データを
キャッシュしますオブジェクトストアキャッシング戦略を使用し、有効期限間隔を 1時間に設定します
C. employeesテーブルで On Table Rowを使用し、invalidateキャッシュを呼び出します
オブジェクトストアのキャッシュ戦略と有効期限を使用して空にする
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D. 1時間ごとに一定の頻度でスケジューラを使用し、無効化キャッシュフローをトリガーします。オブ
ジェクトストアのキャッシュ戦略と有効期限を使用して空にします。

正解: (正解を表示します)

質問: 9
顧客は、マッピングされた診断コンテキスト (MDC)とログ変数を使用してログを充実させ、ログにより多
くのコンテキストを提供することで追跡を改善したいと考えています。

顧客は、メッセージ処理のスループットを向上させ、待ち時間を短縮することも望んでいます。

Mulesoft統合アーキテクトとして、お客様がこれらの要件を満たすために何を実装する必要があるかをア
ドバイスできますか?
A. INFO DEBUGまたは Traceレベルで同期ログを使用し、log4j2.xml構成ファイルで [%MDC]を使用し
てパターンレイアウトを使用し、ログ変数を構成します。

B.同期ロギングを使用し、log4j2.xml構成ファイルの [%MDC]でパターンレイアウトを使用してから、ロ
ギング変数を構成します。

C. INFO以上のレベルで asyncロガーを使用し、log4j2,xml構成ファイルで [%MDC]を使用してパターン
レイアウトを使用し、ログ変数を構成します。

D. DEBUGまたは TRACEと同等のレベルで asyncロガーを使用し、パターンを使用します。
log4j2.xml構成ファイルで [%MDC]を使用してレイアウトし、ログ変数を構成します。
正解: C (コメントを発表する)

質問: 10
CloudHub Dedicated Load Balancerを使用する必要があるのはどのような条件ですか?
A.同じ Muleアプリケーションの個別のデプロイ間でリージョン間の負荷分散が必要な場合
B.顧客がホストする Muleランタイムにデプロイされた API実装にカスタム DNS名が必要な場合
C.複数の CloudHubワーカーにまたがる API呼び出しの負荷を分散する必要がある場合
D. API実装と APIクライアント間でサーバー側の負荷分散 TLS相互認証が必要な場合
正解: D (コメントを発表する)
Correct answer is When server-side load-balanced TLS mutual authentication is required between API
implementations and API clients CloudHub dedicated load balancers (DLBs) are an optional component of
Anypoint Platform that enable you to route external HTTP and HTTPS traffic to multiple Mule applications
deployed to CloudHub workers in a Virtual Private Cloud (VPC). Dedicated load balancers enable you to: *
Handle load balancing among the different CloudHub workers that run your application. * Define SSL
configurations to provide custom certificates and optionally enforce two-way SSL client authentication. *
Configure proxy rules that map your applications to custom domains. This enables you to host your
applications under a single domain

質問: 11
展示を参照してください。

Muleアプリケーションは、SOAP Webサービスをそのクライアントに公開するように設計されていま
す。
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Webサービスがそのクライアントと交換することが期待されるデータ構造を定義するために、Webサー
ビスのインターフェース定義内で通常使用される言語はどれですか?
A.WSDL
B. XSD
C. JSONスキーマ
D.ラミ
正解: (正解を表示します)
Correct: XSD In this approach to developing a web service, you begin with
Reference: https://www.w3schools.com/xml/schema_intro.asp

質問: 12
どの Anypoint Connectorがトランザクションをサポートしていますか?
A.データベース、JMS、VM
B.データベース、3MS、HTTP
C.データベース、JMS、VM、SFTP
D.データベース、VM、ファイル
正解: A (コメントを発表する)
Below Anypoint Connectors support transactions * JMS - Publish - Consume VM - Publish - Consume *
Database - All operations

質問: 13
グローバルな組織が多くの国でデータセンターを運営しています。これらのデータセンター間にはプライ

ベートネットワークリンクがあります。これは、すべてのビジネスデータ (ただし、メタデータは除く)を
これらのプライベートネットワーク接続を介して交換する必要があるためです。

この組織は現在、AWSをまったく使用していません。
IT運用の労力と今後の投資を厳密に最小化するという戦略的決定が行われました。
Anypoint Platformコントロールプレーンとランタイムプレーンのデプロイオプションのどの組み合わせ
が、この戦略的ジャーニーの開始時にこの組織に最も適していますか?
A. MuleSoftがホストする Anypoint Platformコントロールプレーン CloudHub共有ワーカークラウドが
複数の AWSリージョンにある
B. Anypoint Platform - Private Cloud Edition各データセンターでお客様がホストするランタイムプレーン
C. MuleSoftがホストする Anypoint Platformコントロールプレーン複数の AWSリージョンで顧客がホ
ストするランタイムプレーン

D. MuleSoftがホストする Anypoint Platformコントロールプレーン顧客がホストする各データセンター
のランタイムプレーン

正解: D (コメントを発表する)
Correct answer is MuleSoft-hosted Anypoint Platform control plane Customer-hosted runtime plane in
each datacenter There are two things to note about the question which can help us figure out correct
answer.. * Business data must be exchanged over these private network connections which means we
can not use MuleSoft provided Cloudhub option. So we are left with either customer hosted runtime in
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external cloud provider or customer hosted runtime in their own premises. As customer does not use AWS
at the moment. Hence that don't have the immediate option of using Customer-hosted runtime plane in
multiple AWS regions. hence the most suitable option for runtime plane is Customer-hosted runtime plane
in each datacenter * Metadata has no limitation to reside in organization premises. Hence for control plane
MuleSoft hosted Anypoint platform can be used as a strategic solution.
Hybrid is the best choice to start. Mule hosted Control plane and Customer hosted Runtime to start with.
Once they mature in cloud migration, everything can be in Mule hosted.

質問: 14
ある会社は、Mule APIをヨーロッパ地域に拡張することを計画しています。現在、すべての新しいアプリ
ケーションは、この命名規則に従って米国リージョンの Cloudhubにデプロイされています
{API名}-{環境}。たとえば、Orders-SAPI-dev、Orders-SAPI-prodなどです。
API間の通信をブロックするネットワーク制限がないことを考慮して、CloudHubの EUリージョンで実
行されている同じ新しい APIを適用し、APIとヨーロッパのターゲットユーザーおよびシステムとの間の
レイテンシを最小限に抑えるために、どのような戦略を実装する必要がありますか?
A.すべてのミュールアプリケーションのランタイムマネージャーで地域プロパティをヨーロッパ (eu-
de)に設定します。命名規則を {API名}-{環境}-{地域}に変更し、この変更を消費するアプリケーションと
ユーザーに通知します。

B.すべてのミュールアプリケーションの APIマネージャーで地域プロパティをヨーロッパ (eu-de)に設
定します。命名規則を {API名}-{環境}-{地域}に変更し、この変更を使用するアプリケーションとユーザー
に通知します。

C.すべてのミュールアプリケーションのランタイムマネージャーで地域プロパティをヨーロッパ (eu-
de)に設定します。命名規則を変更する必要はありません。
D.すべてのミュールアプリケーションの APIマネージャーで、リージョンプロパティをヨーロッパ (eu-
de)に設定します。命名規則を変更する必要はありません。
正解: A (コメントを発表する)

質問: 15
エンタープライズアーキテクトとして、Mulesoft Anypointプラットフォームを使用した新しい統合プロ
ジェクトで正規データモデルを使用する 2つの理由は何ですか (2つの回答を選択してください)。
A.一貫したデータ構造をプロセスに揃えるため
B.各データ型の正規定義が複数あります
C.業界標準のデータ形式を組み込むため
D.モデルがバックとシステムを分離し、ラバアプリケーションを変更からサポートするため
E.境界のあるコンテキスト内で領域を分離するには
正解: A,E (コメントを発表する)

質問: 16
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ある会社は、注文をオフライン処理のためにバックエンドシステムに送信することで注文を処理する統合

Muleアプリケーションを設計しています。各注文は HTTP5 POSTを介して Muleアプリケーションに
よって受信され、すぐに確認する必要があります。

承認されると、注文はバックエンドシステムに送信されます。バックエンドシステムからの拒否により正

常に送信できない注文は、手動で (銀行システムの外で)処理する必要があります。
Muleアプリケーションは、お客様がホストするランタイムにデプロイされ、必要に応じて既存の
ActiveMQブローカーを使用できます。ActiveMQブローカーは、組織のファイアウォール内にあります。
バックエンドシステムには、小規模なネットワーク接続の問題と長時間の停止の両方が原因で、信頼性が

低いという実績があります。

手動注文処理をサポートしながら最小限に抑えながら、バックエンドシステムへの注文の自動送信を保証

するには、Muleアプリケーションコンポーネントと ActiveMQキューのどの組み合わせが必要ですか?
A.システムでコールバックするためのバッチジョブスコープ長時間の再試行のためのオブジェクトス
トアコンポーネントを含む、成功するまでのスコープ。Muleアプリケーションで設定された配信不能オブ
ジェクトストア

B.バックエンドシステムの呼び出しを支援する 1つ以上の On Errorスコープ長時間の再試行用の VM
コンポーネントを含む Untill成功スコープクラウドハブで構成された永続的な配信不能 VMキュー
C.バックエンドシステムの呼び出しを支援する 1つ以上の on-Errorスコープ 1つ以上の ActiveMQロン
グリトライキュー CloudHubオブジェクトストアサービス内の永続的な配信不能オブジェクトストア
構成

D.バックエンドシステムを呼び出す Until Successfulスコープ 1つ以上の ActiveMQロングリトライ
キュー 1つ以上の ActiveMQデッドレターキュー (手動処理用)
正解: (正解を表示します)

有効的なMCIA-Level-1-JPN問題集はJPNTest.com提供され、MCIA-Level-1-JPN試験に合格することに
役に立ちます！JPNTest.comは今最新MCIA-Level-1-JPN試験問題集を提供します。JPNTest.com
MCIA-Level-1-JPN試験問題集はもう更新されました。ここでMCIA-Level-1-JPN問題集のテストエンジ
ンを手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/MCIA-Level-1-JPN-mondaishu

「275問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 17
VMを使用する Muleアプリケーションが顧客がホストするクラスターまたは複数のクラウドハブワー
カーにデプロイされる場合、メッセージは Muleエンジンによってどのように消費されますか?
A.重複処理を避けるため、プライマリのみ
B.決定論的な方法で
C.非決定的な方法で
D.新しいメッセージごとに XAトランザクションを開始することによって
正解: (正解を表示します)
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質問: 18
Muleアプリケーションでは、フローには 2つの JMS消費操作が含まれます。これらは、JMSブローカー
に接続し、2つの JMS宛先からのメッセージを消費するために使用されます。その後、Muleアプリケー
ションは 2つの JMSメッセージを結合します。
JMSブローカーは高可用性 (HA)を実装しておらず、定期的なメンテナンスのために最大 10分間のスケ
ジュールされた停止が定期的に発生します。

予想される停止から最適に回復できるようにミュールフローを構築する最も慣用的な (意図された目的で
使用される)方法は何ですか?
A. JMSコネクタの再接続戦略を構成する
B.成功するまでのスコープで 2つの JMS操作を囲みます。
C. JMSコネクタのトランザクションを考える
D. 2つの JMS操作を、エラーコンティニューエラーハンドラーを使用して Tryスコープで囲みます。
正解: (正解を表示します)
When an operation in a Mule application fails to connect to an external server, the default behavior is for
the operation to fail immediately and return a connectivity error. You can modify this default behavior by
configuring a reconnection strategy for the operation. You can configure a reconnection strategy for an
operation either by modifying the operation properties or by modifying the configuration of the global
element for the operation. The following are the available reconnection strategies and their behaviors:
None Is the default behavior, which immediately returns a connectivity error if the attempt to connect is
unsuccessful Standard (reconnect) Sets the number of reconnection attempts and the interval at which to
execute them before returning a connectivity error Forever (reconnect-forever) Attempts to reconnect
continually at a given interval

質問: 19
ある会社は、展開環境をオンプレミスクラスターからランタイムファブリック (RTF)クラスターに移行
することを計画しています。また、Muleランタイムインスタンスにデプロイされた Muleアプリケーショ
ンが、アプリケーションのレプリカと再起動間でデータを保存および共有できるようにする必要もありま

す。

これらの要件はどのように満たすことができますか?
A. RTFクラスター内のレプリカ間でデータを共有するための Anypointオブジェクトストア V2
B. RTFで永続ゲートウェイを構成する
C. Mule Object Storeを使用して任意のサーバで Persistence Gatewayを設定します。
D.オブジェクトストアポッドをクラスターノードの 1つにインストールします。
正解: (正解を表示します)

質問: 20
新しいビジネスプロセスを可能にするために、一連の統合 Muleアプリケーション (一部は APIを公開)が
作成されています。これにより、さまざまな利害関係者が影響を受ける可能性があります。これらの利害関

係者は、半技術的なユーザー (JSONや XMLなどの基本的な統合用語と概念を理解している)と、Muleア
プリケーションと APIの技術的に熟練した潜在的な消費者の組み合わせです。

https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141646/
https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141647/


Muleアプリケーションと APIの構築を担当するプロジェクトチームが、Anypoint Platformとその提供
ツールセットを使用してこれらの利害関係者と通信するための効果的な方法は何ですか?
A. Anypoint Design Centerを使用して Muleアプリケーションと APIを実装し、さまざまな利害関係者が
これらの Design Centerプロジェクトにアクセスできるようにして、協力してフィードバックを提供でき
るようにします。

B. APIノートブック (該当する場合)を含む統合設計を詳述するページで Anypoint Exchangeエントリを
作成し、利害関係者がさまざまなレベルの技術的深さで Muleアプリケーションと APIを理解し、操作で
きるようにします。

C. Anypoint Exchangeを使用して、さまざまな Muleアプリケーションと APIを登録し、RAML定義を関
係者と共有して、検出できるようにします。

D. Mule統合フロー内で Muleアプリケーションと APIに関するドキュメントをインラインでキャプチャ
し、Anypoint Studioのドキュメントのエクスポート機能を使用して、このドキュメントの HTMLバージョ
ンを関係者に提供します。

正解: B (コメントを発表する)
As the stakeholders are semitechnical users , preferred option is Create Anypoint Exchange entries with
pages elaborating the integration design, including API notebooks (where applicable) to help the
stakeholders understand and interact with the Mule applications and APIs at various levels of technical
depth

質問: 21
組織は、Mulesoftがホストするコントロールプレーンを使用して管理される一連の顧客がホストする
Muleランタイムを使用します。カスタムコンポーネントやカスタムコーディングなしで、Anypoint
Runtime Managerからアラートを生成できる条件は何ですか?
A.特定の顧客がホストするサーバー上の Muleランタイムで、特定の期間に大量のメモリ消費が発生して
いる場合

B.デプロイされた Muleアプリケーションのいずれかで使用される SSL証明書の有効期限が近づいてい
る場合

C. Muleランタイムにインストールされている Muteランタイムライセンスの有効期限が近づいている場
合

D. Muleランタイムの顧客がホストするサーバーのディスク容量が不足しそうになったとき
正解: (正解を表示します)
Correct answer is When a Mule runtime on a given customer-hosted server is experiencing high memory
consumption during certain periods Using Anypoint Monitoring, you can configure two different types of
alerts: Basic alerts for servers and Mule apps Limit per organization: Up to 50 basic alerts for users who
do not have a Titanium subscription to Anypoint Platform You can set up basic alerts to trigger email
notifications when a metric you are measuring passes a specified threshold. You can create basic alerts
for the following metrics for servers or Mule apps: For on-premises servers and CloudHub apps: * CPU
utilization * Memory utilization * Thread count Advanced alerts for graphs in custom dashboards in
Anypoint Monitoring. You must have a Titanium subscription to use this feature. Limit per organization: Up
to 20 advanced alerts
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質問: 22
ある企業がアプリケーションネットワークを構築しており、4つの Mule APIを展開しています。1つはエ
クスペリエンス API、1つはプロセス API、2つはシステム APIです。すべての APIからのログは、外部の
ログ集計ツールで集計されます。この会社は、複数の API実装間で交換されるメッセージを追跡したいと
考えています。複数の API実装にわたって Muleイベントトレースを実装するために使用する必要があ
る、最も慣用的な (使用目的に基づく)識別子は何ですか?
A. Muleイベント ID
B. Mule相関 ID
C.クライアントの IPアドレス
D. DataWeave UUID
正解: (正解を表示します)
Correct answer is Mule correlation ID By design, Correlation Ids cannot be changed within a flow in Mule 4
applications and can be set only at source. This ID is part of the Event Context and is generated as soon
as the message is received by the application. When a HTTP Request is received, the request is
inspected for "X-Correlation-Id" header. If "X-Correlation-Id" header is present, HTTP connector uses this
as the Correlation Id. If "X-Correlation-Id" header is NOT present, a Correlation Id is randomly generated.
For Incoming HTTP Requests: In order to set a custom Correlation Id, the client invoking the HTTP
request must set "X-Correlation-Id" header. This will ensure that the Mule Flow uses this Correlation Id.
For Outgoing HTTP Requests: You can also propagate the existing Correlation Id to downstream APIs. By
default, all outgoing HTTP Requests send "X-Correlation-Id" header. However, you can choose to set a
different value to "X-Correlation-Id" header or set "Send Correlation Id" to NEVER.

質問: 23
大手 eコマース企業は、Mulesoft APIのオンランタイムファブリック (RTF)を使用して、顧客の注文を処
理します。クレジットカード情報などの一部の顧客の機密情報も、APIペイロードの一部として存在しま
す。

機密データを元のデータと照合するリスクを最小限に抑え、いつでもどこでも必要なときに元の値に戻す

ことができるアプローチはどれですか?
A.マスキングを適用して機密情報を非表示にしてから APIを使用する
B.トークン化形式を作成し、トークン化ポリシーを API Gatewayに適用します。
C.マスキングとトークン化の両方を使用
D. API Gatewayでフィールドレベルの暗号化ポリシーを適用します。
E.マスキング形式をトークン化解除して元の値を返すマネージャー
正解: (正解を表示します)

質問: 24
展示を参照してください。

ビジネスプロセスには、SFTPを介した外部ベンダーからのファイルの受信が含まれます。ファイルを解
析し、そのコンテンツを処理して検証し、最終的にデータベースに永続化する必要があります。ファイル転
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送や HTTP POSTなどの他のメカニズムを使用して同様のファイルを送信するベンダーが増えるにつれ
て、配信メカニズムは将来変更されることが予想されます。

将来の変更の影響を最小限に抑えるために、これらの要件に合わせて設計する最も効果的な方法は何です

か?
A. MuleSoft Scatter-Gatherと MuleSoft Batch Jobを使用して、さまざまなソースからのさまざまなファ
イルを処理します。

B.ファイルを受信して MuleSoftバッチジョブを使用して処理するプロセス APIを作成し、データ保存プ
ロセスをシステム APIに委任します。
C.ファイルを受信し、ファイルに含まれるデータを使用してプロセス APIを呼び出す APIを作成し、必要
に応じて MuleSoftバッチジョブおよびその他のシステム APIを使用してプロセス APIにデータを処理さ
せます。

D.複合データソースを使用して、さまざまなソースからファイルを取得し、処理のために MuleSoftバッ
チジョブに配信できるようにします。

正解: C (コメントを発表する)
* Scatter-Gather is used for parallel processing, to improve performance. In this scenario, input files are
coming from different vendors so mostly at different times. Goal here is to minimize the impact of future
change. So scatter Gather is not the correct choice.
* If we use 1 API to receive all files from different Vendors, any new vendor addition will need changes to
that 1 API to accommodate new requirements. So Option A and C are also ruled out.
* Correct answer is Create an API that receives the file and invokes a Process API with the data contained
in the file, then have the Process API process the data using a MuleSoft Batch Job and other System APIs
as needed. Answer to this question lies in the API led connectivity approach.
* API-led connectivity is a methodical way to connect data to applications through a series of reusable and
purposeful modern APIs that are each developed to play a specific role - unlock data from systems,
compose data into processes, or deliver an experience. System API : System API tier, which provides
consistent, managed, and secure access to backend systems. Process APIs : Process APIs take core
assets and combines them with some business logic to create a higher level of value. Experience APIs :
These are designed specifically for consumption by a specific end-user app or device.
So in case of any future plans , organization can only add experience API on addition of new Vendors,
which reuse the already existing process API. It will keep impact minimal.

質問: 25
Muleアプリケーションからの同期ロギングと非同期ロギングの主な違いは何ですか?
A.同期ロギングは、単一のロギングスレッドにログメッセージを書き込みますが、次のイベントプロ
セッサによって処理される Muleイベントをブロックしません。
B.非同期ログは、各 Muleイベントの処理時間を短縮しながら、Muleイベント処理のスループットを向上
させることができます。

C.非同期ログは、より正確なタイムスタンプでより信頼性の高い監査証跡を生成します
D.進行中のトランザクション内の同期ロギングは、現在の Muleイベントを処理するスレッドと同じス
レッドにログメッセージを書き込みます。
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正解: (正解を表示します)
Types of logging:
A) Synchronous: The execution of thread that is processing messages is interrupted to wait for the log
message to be fully handled before it can continue.
* The execution of the thread that is processing your message is interrupted to wait for the log message to
be fully output before it can continue
* Performance degrades because of synchronous logging
* Used when the log is used as an audit trail or when logging ERROR/CRITICAL messages
* If the logger fails to write to disk, the exception would raise on the same thread that's currently
processing the Mule event. If logging is critical for you, then you can rollback the transaction.
B) Asynchronous:
* The logging operation occurs in a separate thread, so the actual processing of your message won't be
delayed to wait for the logging to complete
* Substantial improvement in throughput and latency of message processing
* Mule runtime engine (Mule) 4 uses Log4j 2 asynchronous logging by default
* The disadvantage of asynchronous logging is error handling.
* If the logger fails to write to disk, the thread doing the processing won't be aware of any issues writing to
the disk, so you won't be able to rollback anything. Because the actual writing of the log gets differed,
there's a chance that log messages might never make it to disk and get lost, if Mule were to crash before
the buffers are flushed.
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ So Correct answer
is: Asynchronous logging can improve Mule event processing throughput while also reducing the
processing time for each Mule event

質問: 26
プロセス APIの実装は変更する必要があります。APIクライアントに対するこの変更の影響を最小限に抑
える有効なアプローチは何ですか?
A.可能な限り、プロセス APIの RAML定義が変更されないように、プロセス API実装に必要な変更を実
装します。

B.現在のプロセス APIの RAML定義を更新し、更新された RAML定義へのリンクを送信して APIクライ
アント開発者に通知します。

C. APIコンシューマーが新しいプロセス APIまたは APIバージョンに移行する準備ができていることを
確認するまで、変更を延期します。

D.プロセス APIの変更を新しい API実装に実装し、古い API実装に HTTPステータスコード 301 -
Moved Permanentlyを返させて、新しい API実装を呼び出す必要があることを APIクライアントに通知
します。

正解: (正解を表示します)
* Option B shouldn't be used unless extremely needed, if RAML is changed, client needs to accommodate
changes. Question is about minimizing impact on Client. So this is not a valid choice.
* Option C isn't valid as Business can't stop for consumers acknowledgment.
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* Option D again needs Client to accommodate changes and isn't viable option.
* Best choice is A where RAML definition isn't changed and underlined functionality is changed without
any dependency on client and without impacting client.

質問: 27
Muleアプリケーションが JMSコネクタを使用して JMSプロバイダ (メッセージブローカー)と対話する
場合のネットワーク接続について正しいのはどれですか?
A. JMSメッセージの送信を完了するには、JMSコネクタは JMSメッセージ受信者とのネットワーク接続
を確立する必要があります。

B.メッセージを Muleアプリケーションに受信するために、JMSプロバイダは JMSコネクタへのネット
ワーク接続を開始し、この接続に沿ってメッセージをプッシュします。

C. JMSコネクターは、JMSプロバイダーによって決定されたプロトコルを介した JMSメッセージの送受
信の両方をサポートします。

D. JMSコネクタは AMQPプロトコルを使用して、さまざまなタイプの JMSプロバイダへの接続を移植
可能に確立できます。

正解: (正解を表示します)
* To send message or receive JMS (Java Message Service) message no separate network connection
need to be established. So option A, C and D are ruled out.
Correct: The JMS connector supports both sending and receiving of JMS
* JMS Connector enables sending and receiving messages to queues and topics for any message service
that implements the JMS specification.
* JMS is a widely used API for message-oriented middleware.
* It enables the communication between different components of a distributed application to be loosely
coupled, reliable, and asynchronous.
MuleSoft Doc Reference: https://docs.mulesoft.com/jms-connector/1.7/

質問: 28
Muleアプリケーションは、APIkit for SOAPを使用して SOAP Webサービスを実装します。Muleアプリ
ケーションは、テスト環境で CloudHubワーカーにデプロイされています。
統合テストチームは、SOAPクライアントを使用して統合テストを実行したいと考えています。統合テス
トを実行するには、統合チームは SOAP Webサービスのインターフェース定義を取得する必要がありま
す。

統合テストチームが、SOAPクライアントとの統合テストを実行するために、デプロイされた SOAP Web
サービスのインターフェイス定義を取得するための最も慣用的な (本来の目的に使用される)方法はどれ
ですか?
A. API Managerから OpenAPI仕様ファイルを取得します
B. Runtime Managerから XMLファイルを取得します。
C.デプロイされた MuleアプリケーションからWSDLファイルを取得します
D.デプロイされた Muleアプリケーションから RAMLファイルを取得します。
正解: (正解を表示します)
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質問: 29
組織は、m-unitを使用してアプリケーションのテストスイートを構築しています。統合アーキテクトは、
スタジオでテストレコーダーを使用して処理フローを記録し、キャプチャイベントに基づいて単体テス

トを構成することを推奨しています。

A.フローのテストは、内部で発生した Muleエラーで作成できません
フローまたは着信イベントに既に存在する

B.並列プロセスから生じるモック値は可能であり、テストで続くプロセスの実行には影響しません
C.記録されたフローの実行は正常に終了しますが、結果は失敗します
アプリケーションが強制終了されたため、目的地に到達できません

D.レコーダは、ForEachプロセッサの前または内部でメッセージをスモークすることをサポートします
E.レコーダーは、テストされたデータの構造が反復内で変更されるループをサポートします。
正解: (正解を表示します)

質問: 30
Orderマイクロサービスと Fulfillmentマイクロサービスは、メッセージベースの統合 (API呼び出しではあ
りません)を介してディエントと通信するように設計されています。
Orderマイクロサービスは、履行される注文の詳細を含む Orderメッセージ (一種のコマンドメッセージ)
を発行します。その意図は、Orderメッセージが 1つの Muteアプリケーション (Fulfillmentマイクロサー
ビス)によってのみ消費されることです。
Fulfillmentマイクロサービスは、Orderメッセージを消費し、そこに記述されている注文を履行してか
ら、OrderFulfiltedメッセージ (一種のイベントメッセージ)を発行します。各 OrderFulfiltedメッセージ
は、関心のある Muleアプリケーションで使用できます。Orderマイクロサービスは、そのような Muteア
プリケーションの 1つです。
このシナリオで最も適切なメッセージブローカとメッセージ送信先の選択はどれですか?
A.注文メッセージが Anypoint MQ交換に送信される OrderFulfilledメッセージが Anypoint MQキューに
送信される両方のマイクロサービスがメッセージブローカーとして Anypoint MQと対話するため、両方
のマイクロサービスの負荷をサポートするように拡張する必要があります

B.注文メッセージは JMSキューに送信されます。OrderFulfilledメッセージが JMSトピックに送信され
る両方のマイクロサービスが同じ JMSプロバイダー (メッセージブローカー)インスタンスとやり取り
するため、両方のマイクロサービスの負荷をサポートするようにスケーリングする必要があります

C.注文メッセージはフルフィルメントマイクロサービスに直接送信されます。OrderFulfilledメッセージ
は Orderマイクロサービスに直接送信されます。Orderマイクロサービスは 1つの AMQP互換メッセー
ジブローカーとやり取りし、Fulfillmentマイクロサービスは別の AMQP互換メッセージブローカーとや
り取りします。各マイクロサービス

D.注文メッセージは JMSキューに送信されます。OrderFulfilledメッセージが JMSトピックに送信され
る Orderマイクロサービスは 1つの JMSプロバイダー (メッセージブローカー)と対話し、Fulfillmentマ
イクロサービスは別の JMSプロバイダーと対話するため、両方のメッセージブローカーを選択してス
ケーリングし、各マイクロサービスの負荷を最適にサポートできます。
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正解: (正解を表示します)
* If you need to scale a JMS provider/ message broker, - add nodes to scale it horizontally or - add
memory to scale it vertically
* Cons of adding another JMS provider/ message broker: - adds cost. - adds complexity to use two JMS
brokers - adds Operational overhead if we use two brokers, say, ActiveMQ and IBM MQ
* So Two options that mention to use two brokers are not best choice. * It's mentioned that "The Fulfillment
microservice consumes Order messages, fulfills the order described therein, and then publishes an
OrderFulfilled message. Each OrderFulfilled message can be consumed by any interested Mule
application."
- When you publish a message on a topic, it goes to all the subscribers who are interested - so zero to
many subscribers will receive a copy of the message.
- When you send a message on a queue, it will be received by exactly one consumer. * As we need
multiple consumers to consume the message below option is not valid choice: "Order messages are sent
to an Anypoint MQ exchange. OrderFulfilled messages are sent to an Anypoint MQ queue.
Both microservices interact with Anypoint MQ as the message broker, which must therefore scale to
support the load of both microservices" * Order messages are only consumed by one Mule application, the
Fulfillment microservice, so we will publish it on queue and OrderFulfilled message can be consumed by
any interested Mule application so it need to be published on Topic using same broker.
* Correct:

質問: 31
組織は、顧客および注文管理システムを統合するために、Mule API実装と非 Mule API実装の両方をデプ
ロイしました。パブリックインターネット上の RESTクライアントは、すべての APIを利用できます。
組織は、ヘルスチェックを実行してこれらの APIを監視したいと考えています。たとえば、APIがリクエ
ストを適切に受け入れて処理できるかどうかを判断します。この組織は、外部監視ツールへのサブスクリ

プションを持っておらず、ITフットプリントを拡張することも望んでいません。
Mule API実装と非 Mule API実装の両方の可用性を監視する最も慣用的な (本来の目的で使用される)方
法を提供する Anypoint Platform機能はどれですか?
A. APIマネージャー
B. API機能の監視
C. Anypoint Visualizer
D.ランタイムマネージャー
正解: (正解を表示します)

有効的なMCIA-Level-1-JPN問題集はJPNTest.com提供され、MCIA-Level-1-JPN試験に合格することに
役に立ちます！JPNTest.comは今最新MCIA-Level-1-JPN試験問題集を提供します。JPNTest.com
MCIA-Level-1-JPN試験問題集はもう更新されました。ここでMCIA-Level-1-JPN問題集のテストエンジ
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ンを手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/MCIA-Level-1-JPN-mondaishu

「275問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 32
製品のオーケストレーションを実行するために、ミュールアプリケーションが設計されています。Muleア
プリケーションは、在庫 APIと製品販売履歴 APIからの応答を最小の待機時間で結合する必要がありま
す。

全体的なレイテンシを最小限に抑えるため。Muleアプリケーションで各 API要求を呼び出す最も慣用的
な (本来の目的に使用される)設計はどれですか?
A. Dataweave reduce operatorから個別のルックアップコールで各 APIリクエストを呼び出します。
B. Scatter-Gatherの個別のルートで各 APIリクエストを呼び出します
C. Parallel For Eachスコープの個別のルートで各 API要求を呼び出します
D.個別の Asyncスコープで各 APIリクエストを呼び出します
正解: (正解を表示します)
Scatter-Gather sends a request message to multiple targets concurrently. It collects the responses from all
routes, and aggregates them into a single message.

質問: 33
ある航空会社は、フライトデータをオンライン集計Webサイトに統合する API接続プロジェクトを設計
しています。インターフェイスは、安全な通信、高性能および非同期メッセージ交換を可能にする必要があ

ります。

Mulesoftがこれらのテクノロジーを完全にサポートし、これらのインターフェース用の Anypointコネク
タが存在すると仮定すると、この統合に適したインターフェーステクノロジーはどれですか?
A. CSV over FTP YAM L over TLS JSON over HTTPS
B. SOAP over HTTPS HOP over TLS gRPC over HTTPS
C. XML over ActiveMQ XML over SFTP XML/REST over HTTPS
D. HTTPS経由の AsyncAPI
HTTPSを介した RabbitMQ JSON/RESTを使用した AMQP
正解: D (コメントを発表する)

質問: 34
組織は、注文をオフライン処理のためにバックエンドシステムに送信することで注文を処理する統合

Muleアプリケーションを設計しています。各注文は、HTTPS POSTを介して Muleアプリケーションに
よって受信され、すぐに確認する必要があります。承認されると、注文はバックエンドシステムに送信さ

れます。バックエンドシステムからの拒否により正常に送信できない注文は、(バックエンドシステム外
で)手動で処理する必要があります。
Muleアプリケーションは、顧客がホストするランタイムにデプロイされ、必要に応じて既存の ActiveMQ
ブローカーを使用できます。ActiveMQブローカーは、組織のファイアウォール内にあります。バックエン
ドシステムには、小規模なネットワーク接続の問題と長時間の停止の両方が原因で、信頼性が低いという

実績があります。

https://www.jpntest.com/shiken/MCIA-Level-1-JPN-mondaishu
https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141660/
https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141661/


Muleアプリケーションコンポーネントと ActiveMQキューの (本来の目的に使用される)どの慣用的な組
み合わせが、バックエンドシステムへの注文の自動送信を保証すると同時に、手動注文処理をサポートし

ながら最小限に抑えるために必要ですか?
A.バックエンドシステムを呼び出すための Batch Jobスコープ
長時間の再試行用の Object Storeコンポーネントを含む Until Successfulスコープ Muleアプリケーショ
ンで設定された配信不能オブジェクトストア

B.バックエンドシステムの呼び出しを支援する 1つ以上の On Errorスコープ
1つ以上の ActiveMQ長期再試行キュー
CloudHubオブジェクトストアサービスで構成された永続的な配信不能オブジェクトストア
C.バックエンドシステムの呼び出しを支援する 1つ以上の On Errorスコープ
長時間の再試行のための VMコンポーネントを含む、成功するまでのスコープ
CloudHubで構成された永続的な配信不能 VMキュー
D.バックエンドシステムを呼び出すまでのスコープ
1つ以上の ActiveMQ長期再試行キュー
手動処理用の 1つ以上の ActiveMQ配信不能キュー
正解: (正解を表示します)

質問: 35
展示を参照してください。

組織は、組織のオンプレミスシステムに接続する Muleアプリケーションの非実稼働デプロイメント用に
Anypoint VPCのサイジングを行っています。これは約に適用されます。60ミュールアプリケーション。各
アプリケーションは、2つの CloudHub iワーカーにデプロイされます。組織には現在、この VPCを共有す
る 3つの非実稼働環境 (DEV、SIT、および UAT)があります。VPCの AWSリージョンには 2つの AZが
あります。

この組織には、本番環境に自動的にデプロイする前に、すべての非本番環境を通じて各アプリケーション

を自動的に進行させる、非常に成熟した DevOpsアプローチがあります。このプロセスにより、CloudHub
の通常のゼロダウンタイムデプロイ機能を使用して、1時間に複数の Muleアプリケーションがデプロイ
されます。

使用可能なプライベート IPアドレス範囲が最小になる、この VPCの CIDRブロックは何ですか?
A. 10.0.0.0/26 (64 IPS)
B. 10.0.0.0/25 (128 IP)
C. 10.0.0.0/24 (256 IP)
D. 10.0.0.0/22 (1024 IP)
正解: D (コメントを発表する)
Mule applications are deployed in CloudHub workers and each worker is assigned with a dedicated IP *
For zero downtime deployment, each worker in CloudHub needs additional IP addresses * A few IPs in a
VPC are reserved for infrastructure (generally 2 IPs) * The IP addresses are usually in a private range with
a subnet block specifier, such as 10.0.0.1/24 * The smallest CIDR network subnet block you can assign
for your VPC is /24 (256 IP addresses) (60*3 env * 2 worker per application ) + 50% of (total) for zero
downtime = 540 In this case correct answer is 10.0.0.0/22 as this provided 1024 IP's .
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Other IP's are insufficient.

質問: 36
展示を参照してください。

Muleアプリケーションは、マルチノード Muleランタイムクラスタにデプロイされます。Muleアプリ
ケーションは、クラスタレプリカ間で競合するコンシューマパターンを使用して、JMSキューから JMS
メッセージを受信します。受信した各 JMSメッセージを処理するために、次の手順がフローで実行されま
す。

ステップ l: JMS相関 IDヘッダーは、受信した JMSメッセージから読み取られます。
ステップ 2: Muleアプリケーションは、HTTPSを介してべき等 SOAP Webサービスを呼び出し、JMS相
関 IDを SOAP要求の 1つのパラメータとして渡します。
ステップ 3: SOAP Webサービスからの応答も、同じ JMS相関 IDを返します。
ステップ 4: SOAP Webサービスから受け取った JMS相関 IDは、ステップ 1で受け取った JMS相関 ID
と同一であることが検証されます。

ステップ 5: Muleアプリケーションは応答 JMSメッセージを作成し、JMS相関 IDメッセージヘッダー
を検証済みの JMS相関 IDに設定し、そのメッセージを応答 JMSキューにパブリッシュします。
Muleアプリケーションは、ステップ 1とステップ 3で受け取った JMS相関 ID値をどこに保存する必要
がありますか?これにより、ステップ 4の検証を実行できると同時に、Muleアプリケーション全体の可用
性、フォールトトレラント、パフォーマンス、保守性を高めることができますか?
A.両方の相関 ID値を永続オブジェクトストアに格納する必要があります。
B.両方の相関 ID値を非永続オブジェクトストアに格納する必要があります
C.ステップ 1の相関 ID値は永続オブジェクトストアに保存する必要がありますステップ 3の相関 ID値
は Muleイベント変数/属性として保存する必要があります
D.両方の相関 ID値を Muleイベント変数/属性として保存する必要があります
正解: C (コメントを発表する)
* If we store Correlation id value in step 1 as Mule event variables/attributes, the values will be cleared
after server restart and we want system to be fault tolerant.
* The Correlation ID value in Step 1 should be stored in a persistent object store.
* We don't need to store Correlation ID value in Step 3 to persistent object store. We can store it but as we
also need to make application performant. We can avoid this step of accessing persistent object store.
* Accessing persistent object stores slow down the performance as persistent object stores are by default
stored in shared file systems.
* As the SOAP service is idempotent in nature. In case of any failures , using this Correlation ID saved in
first step we can make call to SOAP service and validate the Correlation ID.
Top of Form
Additional Information:
* Competing Consumers are multiple consumers that are all created to receive messages from a single
Point-to-Point Channel. When the channel delivers a message, any of the consumers could potentially
receive it. The messaging system's implementation determines which consumer actually receives the

https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141664/


message, but in effect the consumers compete with each other to be the receiver. Once a consumer
receives a message, it can delegate to the rest of its application to help process the message.
* In case you are unaware about term idempotent re is more info:
Idempotent operations means their result will always same no matter how many times these operations
are invoked.
Bottom of Form

質問: 37
APIは単体テスト済みで、統合テストの準備ができています。APIは、すべての環境で Client ID
Enforcementポリシーによって管理されます。
ステージング環境で APIの統合テストを開始する前に、テストチームは何をする必要がありますか?
A. APIポータルにアクセスし、ステージング環境で APIポータルによって提供されるクライアント IDと
クライアントシークレットを使用して APIノートブックを作成する必要があります。
B.ステージング環境で APIインスタンスへのアクセスを要求し、APIのテストに使用するクライアント
IDとクライアントシークレットを取得する必要があります。
C.ステージング環境で APIの APIバージョン所有者として割り当てられる必要があります。
D.ステージング環境へのアクセスを要求し、その環境を APIのテストに使用するためのクライアント ID
とクライアントシークレットを取得する必要があります。

正解: (正解を表示します)
* It's mentioned that the API is governed by a Client ID Enforcement policy in all environments.
* Client ID Enforcement policy allows only authorized applications to access the deployed API
implementation.
* Each authorized application is configured with credentials: client_id and client_secret.
* At runtime, authorized applications provide the credentials with each request to the API implementation.
MuleSoft Reference: https://docs.mulesoft.com/api-manager/2.x/policy-mule3-client-id-based-policies

質問: 38
組織は、CloudHubにデプロイされる Muleアプリケーションを作成しています。Muleアプリケーション
には、データベースユーザのパスワードを格納する dbPasswordという名前のプロパティがあります。
組織のセキュリティ基準では、Runtime Managerの [プロパティ]タブで値を設定した後、dbPasswordプ
ロパティをすべての Anypoint Platformユーザーから非表示にする必要があることが示されています。
Runtime Managerで dbPasswordプロパティ値を非表示にするのに役立つ Muleアプリケーションの設定
はどれですか?
A. pom.xmlファイルの securePropertiesセクションに dbPasswordプロパティを追加します。
B. mule-artifact.jsonファイルの securePropertiesセクションに dbPasswordプロパティを追加します。
C. secure::dbPasswordをプロパティプレースホルダー名として使用し、クリアテキスト (暗号化されて
いない)値をセキュアプロパティプレースホルダーファイルに格納します。
D. secure::dbPasswordをプロパティプレースホルダー名として使用し、プロパティの暗号化された値を
セキュアプロパティプレースホルダーファイルに格納します。

正解: D (コメントを発表する)
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質問: 39
Muleアプリケーションは、次のことを行うように設計されています。
ステップ 1: JMSキューから SalesOrderメッセージを読み取ります。各 SalesOrderは、ヘッダーと
SalesOrderLineltemのリストで構成されます。
ステップ 2: SalesOrderヘッダーと各 SalesOrderLineltemを RDBMSの異なるテーブルに挿入します。
ステップ 3: SalesOrderヘッダーと、そのすべての SalesOrderLineteltemsの価格の合計を別の RDBMS
のテーブルに挿入します。

SalesOrderメッセージが失われることはなく、両方の RDBMSのすべての SalesOrder関連情報の一貫性
が常に確保されている必要があります。

これらの要件に対応する設計上の選択 (トランザクションの選択を含む)とステップの順序は?
A. 1) JMSメッセージを読み取ります (XAトランザクションではありません)。
2) 1つの DBトランザクションで両方の DB挿入を実行する
3) JMSメッセージを確認する
B. 1) JMSメッセージを読み取ります (XAトランザクションではありません)。
2) SEPARATE DBトランザクションで EACH DB挿入を実行する
3) JMSメッセージを確認する
C. 1) XAトランザクションで JMSメッセージを読み取る
2)同じ XAトランザクションで、両方の DB挿入を実行しますが、JMSメッセージを確認しません。
D. 1) JMSメッセージを読み取り、確認します (XAトランザクションではありません)。
2) NEW XAトランザクションで、両方の DB挿入を実行する
正解: (正解を表示します)
* Option A says "Perform EACH DB insert in a SEPARATE DB transaction". In this case if first DB insert is
successful and second one fails then first insert won't be rolled back causing inconsistency. This option is
ruled out.
* Option D says Perform BOTH DB inserts in ONE DB transaction.
Rule of thumb is when one or more DB connections are required we must use XA transaction as local
transactions support only one resource. So this option is also ruled out.
* Option B acknowledges the before DB processing, so message is removed from the queue. In case of
system failure at later point, message can't be retrieved.
* Option C is Valid: Though it says "do not ack JMS message", message will be auto acknowledged at the
end of transaction. Here is how we can ensure all components are part of XA transaction:
https://docs.mulesoft.com/jms-connector/1.7/jms-transactions Additional Information about transactions:
* XA Transactions - You can use an XA transaction to group together a series of operations from multiple
transactional resources, such as JMS, VM or JDBC resources, into a single, very reliable, global
transaction.
* The XA (eXtended Architecture) standard is an X/Open group standard which specifies the interface
between a global transaction manager and local transactional resource managers.
The XA protocol defines a 2-phase commit protocol which can be used to more reliably coordinate and
sequence a series of "all or nothing" operations across multiple servers, even servers of different types
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* Use JMS ack if
- Acknowledgment should occur eventually, perhaps asynchronously
- The performance of the message receipt is paramount
- The message processing is idempotent
- For the choreography portion of the SAGA pattern
* Use JMS transactions
- For all other times in the integration you want to perform an atomic unit of work
- When the unit of work comprises more than the receipt of a single message
- To simply and unify the programming model (begin/commit/rollback)

質問: 40
ある企業は、新しいテクノロジーの採用をサポートしながら、アプリケーションとデータへのアクセスを

高速化するために法制度を最新化しています。このビジネス目標を達成するための鍵は、APIを使用する
Dockerおよび kubernetesコンテナーの下で模倣するマイクロサービスを含む、企業の主要なシステムと
データのロックを解除することです。

現在の積極的なバックログとプロジェクト配信の要件を考慮して、同社は、必要に応じてスケール、オンプ

レミスシステムへの接続、および移行が可能なミュールランタイムに APIを迅速に展開することにより、
変革プロジェクトの第 1フェーズで戦略的アプローチを採用したいと考えています。
会社の目標をサポートするランタイム展開オプションはどれですか?
A. VMwareメタルのランタイムファブリック
B.セルフマネージド Kubernetes上のランタイムファブリック
C.お客様がホストするセルフプロビジョニングランタイム
D. Cloudhubランタイム
正解: (正解を表示します)

質問: 41
ある保険会社は、2つのベンダーから在庫の詳細を取得するために MuleSoft APIを実装しています。ネッ
トワークの問題により、ベンダーアプリケーションへの呼び出しが断続的にタイムアウトになります。し

かし、トランザクションは再処理時に成功します。この要件を実装する最もパフォーマンスの高い方法は

何ですか?
A.ラウンドロビンスコープを実装して、2つの異なるルートで 2つのベンダーアプリケーションを呼び
出します。Try-Catchスコープを使用して、各ルートでタイムアウトエラーの再試行メカニズムを実装し
ます。

B. For-Eachスコープを実装して、2つのベンダーアプリケーションを呼び出します。
タイムアウトエラーの再試行メカニズムを実装するために、スコープが成功するまで使用します

C. Choiceスコープを実装して、2つの異なるルートで 2つのベンダーアプリケーションを呼び出しま
す。try-catchスコープを使用して、各ルートでタイムアウトエラーの再試行メカニズムを実装します。
D. 2つのベンダーを呼び出すためのスキャッターギャザースコープを実装します。
2つの異なるルートでのアプリケーション
再試行メカニズムを実装するには、Until-Successfulスコープを使用します。
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各ルートのタイムアウトエラーの場合

正解: (正解を表示します)

質問: 42
新しいミュール APIを実装する大手銀行。
APIの目的は、バックエンドアプリケーションから顧客の口座残高を取得し、それらをオンラインプラッ
トフォームのオンラインバンキングプラットフォームに表示することです。オンラインバンキングプ

ラットフォームは、一連の口座を Mule APIに送信し、口座残高を取得します。
処理の一環として、Mule APIは監査目的でデータをデータベースに挿入する必要があります。このプロセ
スは、アカウント残高の取得フローにパフォーマンス関連の影響を与えるべきではありません。スルー

プットを向上させるには、この要件をどのように実装する必要がありますか?
A. Asyncスコープを実装して、バックエンドアプリケーションからデータを取得し、Auditデータベース
にレコードを挿入します。

B.バックエンドアプリケーションからデータを取得するためにスコープごとに並列を実装し、Asyncス
コープを使用してレコードを Auditデータベースに挿入します。
C.バックエンドアプリケーションからデータをフェッチするための try-catchスコープを実装し、Async
スコープを使用してレコードを Auditデータベースに挿入します。
D. for eachスコープを実装して、バックエンドアプリケーションからデータをフェッチし、Auditデータ
ベースにレコードを挿入します。

正解: (正解を表示します)

質問: 43
企業は、さまざまなクラウドハブワーカーにさまざまなパブリック APIとプライベート APIを実装する
複数のミュールアプリケーションをデプロイしました。これらの APIは、利害関係者によって定義された
高可用性と信頼性 SLAに沿ったものでなければならない重要なアプリケーションです。
運用チームが停止通知を受信できるように、APIの可用性 (稼働状況または準備状況)を監視するにはどう
すればよいですか?
A. APIマネージャーでアラートの失敗条件を構成する
B.任意のポイント機能監視テスト APIの機能動作を使用
C. Anypoint監視から個々のアプリケーションの監視を有効にします
D.ランタイムマネージャーで障害条件のアラートを構成する
正解: (正解を表示します)

質問: 44
機械設備に予知保全を実装するために、ACME Tractorsは何千もの IoTセンサーをインストールしまし
た。これらのセンサーは、各機械資産のデータを JMSメッセージのシーケンスとしてほぼリアルタイム
で、JMSサーバー上の SENSOR_DATAという名前の JMSキューに送信します。Muleアプリケーション
には、JMSサーバーの SENSOR_DATA JMSキューから着信メッセージを受信するように設定された
JMSリスナー操作が含まれています。Muleアプリケーションは、受信した各 JMSメッセージを保持し、
対応する Muleイベントの変換済みバージョンを機械装置のバックエンドシステムに送信します。

https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141669/
https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141670/
https://www.jpnshiken.com/q/38879-3141671/


Muleアプリケーションは、顧客がホストするマルチノードの Muleランタイムクラスタにデプロイされま
す。通常の状態では、各 JMSメッセージは 1回だけ処理する必要があります。
JMSキューのパフォーマンスと同時メッセージ処理を最大化するには、JMSリスナーをどのように構成
する必要がありますか?
A. numberOfConsumersを 1より大きい値に設定します。
primaryNodeOnlyを falseに設定
B. numberOfConsumersを 1より大きい値に設定します。
primaryNodeOnlyを trueに設定
C. numberOfConsumers = 1を設定します。
primaryNodeOnlyを trueに設定
D. numberOfConsumers = 1を設定します。
primaryNodeOnlyを falseに設定
正解: (正解を表示します)

質問: 45
統合 Muleアプリケーションは、顧客がホストするマルチノード Mule 4ランタイムダスターにデプロイ
されます。Muleアプリケーションは、JMSコネクタの Listener操作を使用して、JMSキューから着信メッ
セージを受信します。

メッセージは Muleアプリケーションによってどのように消費されますか?
A. JMSプロバイダーの構成に応じて、すべてのメッセージがプライマリクラスターノードのみによって
消費されるか、またはすべてのメッセージがすべてのクラスターノードによって消費されます。

B.リスナー操作の構成に関係なく、すべてのメッセージがすべてのクラスターノードによって消費され
ます。

C.リスナー操作の構成に応じて、すべてのメッセージがプライマリクラスタノードのみによって消費さ
れるか、または各メッセージがいずれかのクラスタノードによって消費されます。

D.リスナー操作の構成に関係なく、すべてのメッセージはプライマリクラスターノードのみによって消
費されます。

正解: (正解を表示します)
Correct answer is Depending on the Listener operation configuration, either all messages are consumed
by ONLY the primary cluster node or else EACH message is consumed by ANY ONE cluster node For
applications running in clusters, you have to keep in mind the concept of primary node and how the
connector will behave. When running in a cluster, the JMS listener default behavior will be to receive
messages only in the primary node, no matter what kind of destination you are consuming from. In case of
consuming messages from a Queue, you'll want to change this configuration to receive messages in all
the nodes of the cluster, not just the primary.
This can be done with the primaryNodeOnly parameter:
<jms:listener config-ref="config" destination="${inputQueue}" primaryNodeOnly="false"/>

質問: 46
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API実装に含まれるバックエンドシステムの 1つは、パーティクルクライアントが作成できるリクエス
ト数にレート制限を適用します。

バックエンドシステムと API実装の両方が、ステージング環境を含むいくつかの非運用環境と特定の運用
環境にデプロイされます。バックエンドシステムのレート制限は、すべての非実稼働環境に適用されま

す。

ただし、本番環境にはレート制限がありません。

非実稼働ステージング環境で API実装のパフォーマンステストを実施する費用対効果の高い方法はどれ
ですか?
A. MUnitを使用して、バックエンドシステムからの標準応答をシミュレートします。
次に、パフォーマンステストを実施して、システム内の他のボトルネックを特定します。

B.ステージング環境のバックエンドシステムの場所をバイパスし、典型的なバックエンドシステムの応
答を複製するモッキングサービスを呼び出す API実装内のロジックを含めます。次に、この API実装を使
用してパフォーマンステストを実施します。

C.レート制限のあるバックエンドシステムに対して、ステージング環境で縮小されたパフォーマンステ
ストを実施します。次に、パフォーマンス結果をフルプロダクションスケールにアップスケールします。

D.バックエンドシステムの
生産性能特性

次に、モックを使用するように API実装を構成します。
サービスを提供し、性能テストを実施する

正解: (正解を表示します)

有効的なMCIA-Level-1-JPN問題集はJPNTest.com提供され、MCIA-Level-1-JPN試験に合格することに
役に立ちます！JPNTest.comは今最新MCIA-Level-1-JPN試験問題集を提供します。JPNTest.com
MCIA-Level-1-JPN試験問題集はもう更新されました。ここでMCIA-Level-1-JPN問題集のテストエンジ
ンを手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/MCIA-Level-1-JPN-mondaishu

「275問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 47
ある組織は、顧客がホストする 4つのノードの Muleランタイムクラスタを使用して、1つのステートレ
ス API実装をホストします。APIは、負荷分散にラウンドロビンを使用するロードバランサーを介して
HTTPS経由でアクセスされます。クラスター内の各ノードは、現在の要求数の 4倍を受け入れることがで
きるようにサイズ設定されています。

クラスタ内の 2つのノードで停電が発生し、使用できなくなりました。ロードバランサーは停止を指示
し、使用できない 2つのノードがそれ以上 HTTP要求を受信しないようにブロックします。
残りのクラスタノードが完全に動作していると仮定した場合、パフォーマンスに関連する平均的な結果と

して、どのような結果が保証されますか?
A. APIの平均応答時間が 100%増加
B. APIのスループットが 50%低下
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C.残りの各ノードが受け取るリクエスト数が 100%増加
D.残りの各ノードで消費される JVMヒープメモリが 50%増加します。
正解: C (コメントを発表する)
* "100% increase in the throughput of the API" might look correct, as the number of requests processed
per second might increase, but is it guaranteed to increase by 100%? Using 4 nodes will definitely
increase throughput of system. But it is cant be precisely said if there would be 100% increase in
throughput as it depends on many other factors. Also it is nowhere mentioned in the description that all
nodes have same CPU/memory assigned. The question is about the guaranteed behavior * Increasing
number of nodes will have no impact on response time as we are scaling application horizontally and not
vertically. Similarly there is no change in JVM heap memory usage. * So Correct answer is 50% reduction
in the number of requests being received by each node This is because of the two reasons. 1) API is
mentioned as stateless 2) Load Balancer is used

質問: 48
新しいアップストリーム APIは、中央値 500ミリ秒、最大 800ミリ秒 (99パーセンタイル)の応答時間の
SLAを提供するように設計されています。対応する API実装は、非常に類似した複雑さの 3つのダウンス
トリーム APIを順番に呼び出す必要があります。これらのダウンストリーム APIの最初のものは、応答時
間について次の SLAを提供します:中央値: 100ミリ秒、80パーセンタイル: 500ミリ秒、95パーセンタイ
ル: 1000ミリ秒。可能であれば、新しいアップストリーム APIの望ましい SLAを満たすために、最初のダ
ウンストリーム APIの呼び出しに対してアップストリーム APIでタイムアウトを設定するにはどうすれ
ばよいですか?
A.タイムアウトを 100ミリ秒に設定します。他の 2つのダウンストリーム APIが完了するまでに 400ミ
リ秒かかります

B.タイムアウトを設定しません。この APIの呼び出しは必須であるため、応答するまで待つ必要がありま
す

C.タイムアウトを 50ミリ秒に設定します。これにより、その APIのより多くの呼び出しがタイムアウト
になりますが、再試行のための追加の余地が与えられます

D.アップストリーム APIの望ましい SLAを満たすためのタイムアウトはありません。別の SLAを最初の
ダウンストリーム APIとネゴシエートするか、別の APIを呼び出す必要があります
正解: (正解を表示します)
Before we answer this question , we need to understand what median (50th percentile) and 80th
percentile means. If the 50th percentile (median) of a response time is 500ms that means that 50% of my
transactions are either as fast or faster than 500ms.
If the 90th percentile of the same transaction is at 1000ms it means that 90% are as fast or faster and only
10% are slower. Now as per upstream SLA , 99th percentile is 800 ms which means 99% of the incoming
requests should have response time less than or equal to 800 ms. But as per one of the backend API ,
their 95th percentile is 1000 ms which means that backend API will take 1000 ms or less than that for 95%
of. requests. As there are three API invocation from upstream API , we can not conclude a timeout that
can be set to meet the desired SLA as backend SLA's do not support it.
Let see why other answers are not correct.
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1) Do not set a timeout --> This can potentially violate SLA's of upstream API
2) Set a timeout of 100 ms; ---> This will not work as backend API has 100 ms as median meaning only
50% requests will be answered in this time and we will get timeout for 50% of the requests. Important thing
to note here is, All APIs need to be executed sequentially, so if you get timeout in first API, there is no use
of going to second and third API. As a service provider you wouldn't want to keep 50% of your consumers
dissatisfied. So not the best option to go with.
*To quote an example: Let's assume you have built an API to update customer contact details.
- First API is fetching customer number based on login credentials
- Second API is fetching Info in 1 table and returning unique key
- Third API, using unique key provided in second API as primary key, updating remaining details
* Now consider, if API times out in first API and can't fetch customer number, in this case, it's useless to
call API 2 and 3 and that is why question mentions specifically that all APIs need to be executed
sequentially.
3) Set a timeout of 50 ms --> Again not possible due to the same reason as above Hence correct answer
is No timeout is possible to meet the upstream API's desired SLA; a different SLA must be negotiated with
the first downstream API or invoke an alternative API

質問: 49
統合 Muteアプリケーションは、注文をオフライン処理のためにバックエンドシステムに送信することで
注文を処理するように設計されています。各注文は、HTTPS POSTを介して Muteアプリケーションに
よって受信され、すぐに確認する必要があります。承認されると、注文はバックエンドシステムに送信さ

れます。バックエンドシステムからの拒否により正常に送信できない注文は、手動で (バックエンドシス
テム外で)処理する必要があります。
Muleアプリケーションは、顧客がホストするランタイムにデプロイされ、必要に応じて既存の ActiveMQ
ブローカーを使用できます。

バックエンドシステムには、小規模なネットワーク接続の問題と長時間の停止の両方が原因で、信頼性が

低いという実績があります。

手動の注文処理を最小限に抑えながら、バックエンドシステムへの注文の自動送信を確実にするために必

要な Muleアプリケーションコンポーネントと ActiveMQキューの慣用的な (意図した目的に使用される)
組み合わせはどれですか?
A.手動処理用の On Errorスコープ非永続 VM ActiveMQ Dead Letter Queue
B.手動処理用の On Errorスコープ MuleSoftオブジェクトストア ActiveMQデッドレターキュー
C.コンポーネントが成功するまで MuleSoft Object Store ActiveMQは不要または使用されません
D.コンポーネントが成功するまで ActiveMQロングリトライキュー ActiveMQデッドレター手動処理
用キュー

正解: D (コメントを発表する)
Correct answer is using below set of activities Until Successful component ActiveMQ long retry Queue
ActiveMQ Dead Letter Queue for manual processing We will see why this is correct answer but before that
lets understand few of the concepts which we need to know. Until Successful Scope The Until Successful
scope processes messages through its processors until the entire operation succeeds. Until Successful
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repeatedly retries to process a message that is attempting to complete an activity such as: - Dispatching to
outbound endpoints, for example, when calling a remote web service that may have availability issues. -
Executing a component method, for example, when executing on a Spring bean that may depend on
unreliable resources. - A sub-flow execution, to keep re-executing several actions until they all succeed, -
Any other message processor execution, to allow more complex scenarios. How this will help
requirement : Using Until Successful Scope we can retry sending the order to backend systems in case of
error to avoid manual processing later. Retry values can be configured in Until Successful Scope Apache
ActiveMQ It is an open source message broker written in Java together with a full Java Message Service
client ActiveMQ has the ability to deliver messages with delays thanks to its scheduler. This functionality is
the base for the broker redelivery plug-in. The redelivery plug-in can intercept dead letter processing and
reschedule the failing messages for redelivery. Rather than being delivered to a DLQ, a failing message is
scheduled to go to the tail of the original queue and redelivered to a message consumer. How this will help
requirement : If backend application is down for a longer duration where Until Successful Scope wont
work, then we can make use of ActiveMQ long retry Queue. The redelivery plug-in can intercept dead
letter processing and reschedule the failing messages for redelivery. Mule Reference:
https://docs.mulesoft.com/mule-runtime/4.3/migration-core-until-successful

質問: 50
2つの要件を満たすように設計されたミュールアプリケーション
a)ファイルの処理は、VMイベントのロードバランシングのために VM中間キューを使用して、FTPS
サーバーからバックエンドデータベースへ同期的に行われます。FTPSファイルの場合、アプリケーショ
ンが Cloudhubワーカーにデプロイされている場合、ファイルを処理するため、およびバッチジョブス
コープのために VMキューをどのように構成する必要がありますか?
A. FTPSファイル処理にクラウドハブの永続キューを使用する
バッチジョブスコープの VMキューを構成する必要はありません。これは、デフォルトで VMキューイン
グにワーカーのディスクを使用するためです。

B. FTPSファイル処理に VMコネクタの永続キューを使用するバッチジョブスコープの VMキューを無
効にする

C. FTPSファイル処理にクラウドハブの永続的な VMキューを使用する
バッチジョブスコープの VMキューを無効にする
D. FTPSファイル処理にクラウドハブの永続的な VMキューを使用する
バッチジョブスコープの VMキューを構成する必要はありません。これは、デフォルトで VMキューイン
グにワーカーの JVMメモリを使用するためです。
正解: C (コメントを発表する)

質問: 51
着信 JMSメッセージを listenする JMSコネクターを含む XAトランザクションが構成されています。XA
トランザクションのタイムアウト属性の意味と、タイムアウトの期限が切れた後はどうなりますか?
A.トランザクションのコミットから Muleフローの完了までに許容される時間タイムアウト後、フロー処
理はエラーをトリガーします
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B.同じ JMS接続で JMSメッセージを受信するまでに許容される時間タイムアウト後、新しい JMS接続
が確立される

C.トランザクションが明示的に終了されずに経過できる時間タイムアウト後、トランザクションは強制
的にロールバックされます

D.状態 JMSコンシューマスレッドが破棄されるまでの許容時間タイムアウト後、新しい JMSコン
シューマスレッドが作成されます。

正解: (正解を表示します)
* Setting a transaction timeout for the Bitronix transaction manager
* Set the transaction timeout either
- In wrapper.conf
- In CloudHub in the Properties tab of the Mule application deployment
* The default is 60 secs. It is defined as
mule.bitronix.transactiontimeout = 120
* This property defines the timeout for each transaction created for this manager.
If the transaction has not terminated before the timeout expires it will be automatically rolled back.
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- Additional Info
around Transaction Management:
Bitronix is available as the XA transaction manager for Mule applications
* To use Bitronix, declare it as a global configuration element in the Mule application
<bti:transaction-manager />
* Each Mule runtime can have only one instance of a Bitronix transaction manager, which is shared by all
Mule applications
* For customer-hosted deployments, define the XA transaction manager in a Mule domain
- Then share this global element among all Mule applications in the Mule runtime

質問: 52
HTTPリスナーのキーストアとトラストストアの両方を構成する必要があるのは何ですか?
A. HTTPクライアントとの TLS相互 (双方向)認証のサポート
B.サブドメインと APIリソースエンドポイントの両方へのリクエストの暗号化
fhttPs://aDi.customer.com/および https://customer.com/api)
C.すべての HTTPクライアントの HTTP要求と HTTP応答本文の両方の暗号化
D.すべての HTTPクライアントの HTTPリクエストヘッダーと HTTPリクエストボディの両方の暗号
化

正解: (正解を表示します)
1 way SSL : The server presents its certificate to the client and the client adds it to its list of trusted
certificate. And so, the client can talk to the server.
2-way SSL: The same principle but both ways. i.e. both the client and the server has to establish trust
between themselves using a trusted certificate. In this way of a digital handshake, the server needs to
present a certificate to authenticate itself to client and client has to present its certificate to server.
* TLS is a cryptographic protocol that provides communications security for your Mule app.
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* TLS offers many different ways of exchanging keys for authentication, encrypting data, and guaranteeing
message integrity Keystores and Truststores Truststore and keystore contents differ depending on
whether they are used for clients or servers:
For servers: the truststore contains certificates of the trusted clients, the keystore contains the private and
public key of the server. For clients: the truststore contains certificates of the trusted servers, the keystore
contains the private and public key of the client.
Adding both a keystore and a truststore to the configuration implements two-way TLS authentication also
known as mutual authentication.
* in this case, correct answer is Support for TLS mutual (two-way) authentication with HTTP clients.

質問: 53
アップストリーム APIとその実装を設計するとき、開発チームは、ダウンストリーム APIを呼び出すとき
にタイムアウトを設定しないようにアドバイスされています。ダウンストリーム APIには、信頼できる
SLAがないためです。これは、そのアップストリーム APIの唯一のダウンストリーム API依存関係です。
ダウンストリーム APIがクラッシュすることなく中断なく実行されると仮定します。このアドバイスはど
のような影響を与えますか?
A.ダウンストリーム APIの呼び出しは、タイムアウトせずに最後まで実行されます。
B.アップストリーム APIの SLAは提供できません。
C. 500ミリ秒のデフォルトのタイムアウトは、アップストリーム API実装が実行される Muleランタイム
によって自動的に適用されます。

D.ダウンストリーム API実装が実行される Muleランタイムによって、1000ミリ秒未満の負荷依存タイ
ムアウトが適用されます。

正解: (正解を表示します)
An SLA for the upstream API CANNOT be provided.

質問: 54
Muleアプリケーション Aは、要求オブジェクトの可変長リストを含むペイロードを含む要求 Anypoint
MQメッセージ REQUを受信します。アプリケーション Aは For Eachスコープを使用してリストを個々
のオブジェクトに分割し、各オブジェクトをメッセージとして Anypoint MQキューに送信します。
サービス Sはそのキューをリッスンし、各メッセージを他のすべてのメッセージとは独立して処理し、応
答メッセージを応答キューに送信します。

アプリケーション Aはその応答キューをリッスンし、次に、REQUで最初に送信された要求オブジェクト
と同じ順序でサービス Sによって送信された応答のリストを含むペイロードを使用して、応答 Anypoint
MQメッセージ RESPを作成および発行する必要があります。
すべての要求メッセージに対して、サービス Sによって正常な応答メッセージが返されたとします。
アプリケーション Aがメッセージスループットを最大化しながら、RESPと REQUのオブジェクトリス
トの長さと順序を一致させるには何が必要ですか?
A. For Eachスコープ内で Scatter-Gatherを使用して、応答メッセージの順序を確保する永続オブジェク
トストアを使用して Scatter-Gatherを構成する
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B.サービス Sに関連するすべての通信を For Eachスコープ内から同期的に実行するため、RESPのオブ
ジェクトは REQUの要求オブジェクトとまったく同じ順序になります。
C. For Eachスコープ内で Asyncスコープを使用し、2番目の For Eachスコープで応答メッセージを到着
順に収集し、この応答リストを使用して RESPを送信します。
D. For Eachスコープとサービスに関連するすべての通信の両方で、リストの長さと REQUのすべてのオ
ブジェクトインデックスを追跡する RESPの作成時に永続ストレージを使用する
正解: D (コメントを発表する)
Correct answer is Perform all communication involving service S synchronously from within the For Each
scope, so objects in RESP are in the exact same order as request objects in REQU : Using Anypoint MQ,
you can create two types of queues: Standard queue These queues don't guarantee a specific message
order. Standard queues are the best fit for applications in which messages must be delivered quickly.
FIFO (first in, first out) queue These queues ensure that your messages arrive in order. FIFO queues are
the best fit for applications requiring strict message ordering and exactly-once delivery, but in which
message delivery speed is of less importance Use of FIFO queue is no where in the option and also it
decreased throughput. Similarly persistent object store is not the preferred solution approach when you
maximizing message throughput. This rules out one of the options. Scatter Gather does not support
ObjectStore. This rules out one of the options. Standard Anypoint MQ queues don't guarantee a specific
message order hence using another for each block to collect response wont work as requirement here is
to ensure the order. Hence considering all the above factors the feasible approach is Perform all
communication involving service S synchronously from within the For Each scope, so objects in RESP are
in the exact same order as request objects in REQU

質問: 55
組織は、金融取引データをレガシシステムからデータウェアハウス (DWH)にレプリケートするための統
合ソリューションを設計しています。

DWHには、CSVファイルとして配信される金融取引の毎日のスナップショットが含まれている必要があ
ります。1日の取引量は数千万レコードを超えており、人気のあるショッピング期間中は取引量が大幅に
急増します。

組織の現在の要件を満たす統合ソリューションの最も適切な統合スタイルは何ですか?
A.イベント駆動型アーキテクチャ
B.マイクロサービスアーキテクチャ
C. API主導の接続
D.バッチトリガー ETL
正解: (正解を表示します)
Correct answer is Batch-triggered ETL Within a Mule application, batch processing provides a construct
for asynchronously processing larger-than-memory data sets that are split into individual records. Batch
jobs allow for the description of a reliable process that automatically splits up source data and stores it into
persistent queues, which makes it possible to process large data sets while providing reliability. In the
event that the application is redeployed or Mule crashes, the job execution is able to resume at the point it
stopped.
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質問: 56
展示を参照してください。

Anypoint Platformは、プラットフォームの機能に対するロールベースのアクセス制御 (RBAC)をサポート
しています。組織は、Anypoint Platformを使用した ID管理用の外部 IDプロバイダーを構成しました。
Anypoint Platformコントロールプレーンから常に制御する必要があり、外部 IDプロバイダを介して制御
できない RBACの側面はどれですか?
A.ユーザーが属する Anypoint Platform内のビジネスグループを制御する
B.ロールへの Anypoint Platform権限の割り当て
C.ユーザーへの Anypoint Platformロールの割り当て
D.組織で勤務しなくなったユーザーの Anypoint Platformへのアクセス権を削除する
正解: (正解を表示します)
* By default, Anypoint Platform performs its own user management
- For user management, one external IdP can be integrated with the Anypoint Platform organization (note:
not at business group level)
- Permissions and access control are still enforced inside Anypoint Platform and CANNOT be controlled
via the external Identity Provider * As the Anypoint Platform organization administrator, you can configure
identity management in Anypoint Platform to set up users for single sign-on (SSO). * You can map users
in a federated organization's group to a role which also gives the flexibility of controlling the business
group within Anypoint Platform to which the user belongs to. Also user can nbe removed from external
identity management system when they no longer work for the organization. So they wont be able to
authenticate using SSO to login to Anypoint Platform. * Using external identity we can no change
permissions of a particular role in Mulesoft Anypoint platform.
* So Correct answer is Assigning Anypoint Platform permissions to a role

質問: 57
MuleSoftが提供する Mavenプラグインを使用して、Muteアプリケーションの CI/CDパイプラインのど
の側面を自動化できますか?
A.コンパイル、パッケージ化、単体テスト、単体テストカバレッジの検証、デプロイ
B.コンパイル、パッケージ、単体テスト、デプロイ、統合テスト
C.コンパイル、パッケージ化、単体テスト、展開、API Manager Bで関連する APIインスタンスを作成 API
デザイナーからインポート、コンパイル、パッケージ化、単体テスト、展開、Am/point Exchangeに公開
正解: A (コメントを発表する)

質問: 58
APIクライアントは、デフォルト設定を使用する HTTPリクエスト操作を含む Muleアプリケーションと
して実装されます。HTTPリクエスト操作は、標準の HTTPステータスコード規則に従う外部 APIを呼び
出します。これにより、HTTPリクエスト操作は 4xxステータスコードを返します。
このステータスコードの応答の考えられる原因は何ですか?
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A. Muleアプリケーションの送信 HTTP要求操作から受信した HTTP要求を処理するときに、外部 API実
装内でエラーが発生しました

B.外部 APIは、API実装が別の外部エンドポイントに移動したことを報告しました
C. HTTP応答を外部 APIから受信した後、Muleアプリケーションの HTTP要求操作で解釈できません。
D.外部 APIは、Muleアプリケーションの送信 HTTP要求操作から受信した HTTP要求でエラーを報告し
ました

正解: (正解を表示します)
Correct choice is: "The external API reported an error with the HTTP request that was received from the
outbound HTTP Request operation of the Mule application" Understanding HTTP 4XX Client Error
Response Codes : A 4XX Error is an error that arises in cases where there is a problem with the user's
request, and not with the server.
Such cases usually arise when a user's access to a webpage is restricted, the user misspells the URL, or
when a webpage is nonexistent or removed from the public's view.
In short, it is an error that occurs because of a mismatch between what a user is trying to access, and its
availability to the user - either because the user does not have the right to access it, or because what the
user is trying to access simply does not exist. Some of the examples of 4XX errors are
400 Bad Request The server could not understand the request due to invalid syntax. 401 Unauthorized
Although the HTTP standard specifies "unauthorized", semantically this response means
"unauthenticated". That is, the client must authenticate itself to get the requested response. 403 Forbidden
The client does not have access rights to the content; that is, it is unauthorized, so the server is refusing to
give the requested resource. Unlike 401, the client's identity is known to the server. 404 Not Found The
server can not find the requested resource. In the browser, this means the URL is not recognized. In an
API, this can also mean that the endpoint is valid but the resource itself does not exist. Servers may also
send this response instead of 403 to hide the existence of a resource from an unauthorized client. This
response code is probably the most famous one due to its frequent occurrence on the web. 405 Method
Not Allowed The request method is known by the server but has been disabled and cannot be used. For
example, an API may forbid DELETE-ing a resource. The two mandatory methods, GET and HEAD, must
never be disabled and should not return this error code. 406 Not Acceptable This response is sent when
the web server, after performing server-driven content negotiation, doesn't find any content that conforms
to the criteria given by the user agent. The external API reported that the API implementation has moved
to a different external endpoint cannot be the correct answer as in this situation 301 Moved Permanently
The URL of the requested resource has been changed permanently. The new URL is given in the
response.
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
In Lay man's term the scenario would be: API CLIENT -> MuleSoft API - HTTP request "Hey, API..
process this" -> External API API CLIENT <- MuleSoft API - http response "I'm sorry Client.. something is
wrong with that request" <- (4XX) External API

質問: 59
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Anypoint Analyticsを使用して、カスタムチャートで視覚化するために使用できる API呼び出しに関する
メトリクスは何ですか?
A.リクエストサイズ、リクエスト HTTP動詞、応答時間
B.リクエストサイズ、リクエスト数、JDBC Select操作結果セットサイズ
C.リクエストサイズ、リクエスト数、レスポンスサイズ、レスポンスタイム
D.リクエストサイズ、リクエスト数、JDBC Select操作応答時間
正解: (正解を表示します)
Correct answer is Request size, number of requests, response size, response time Analytics API Analytics
can provide insight into how your APIs are being used and how they are performing. From API Manager,
you can access the Analytics dashboard, create a custom dashboard, create and manage charts, and
create reports. From API Manager, you can get following types of analytics: - API viewing analytics - API
events analytics - Charted metrics in API Manager It can be accessed using:
http://anypoint.mulesoft.com/analytics API Analytics provides a summary in chart form of requests, top
apps, and latency for a particular duration.
The custom dashboard in Anypoint Analytics contains a set of charts for a single API or for all APIs Each
chart displays various API characteristics
- Requests size: Line chart representing size of requests in KBs
- Requests : Line chart representing number of requests over a period
- Response size : Line chart representing size of response in KBs
- Response time :Line chart representing response time in ms
* To check this, You can go to API Manager > Analytics > Custom Dashboard > Edit Dashboard > Create
Chart > Metric
Reference:
Additional Information:
The default dashboard contains a set of charts
- Requests by date: Line chart representing number of requests
- Requests by location: Map chart showing the number of requests for each country of origin
- Requests by application: Bar chart showing the number of requests from each of the top five registered
applications
- Requests by platform: Ring chart showing the number of requests broken down by platform

質問: 60
組織は、モバイルアプリとWebアプリケーションの両方から顧客データにアクセスできるようにする必
要があり、それぞれが共通のフィールドと特定の固有のフィールドにアクセスする必要があります。デー

タの一部はデータベースで、一部はサードパーティの CRMシステムで利用できます。これらの設計要件
に最も適合するには、どの APIを作成する必要がありますか?

A.Webアプリとモバイルアプリの両方で必要なデータを含むプロセス APIであり、これらのアプリケー
ションが直接呼び出して必要なデータにアクセスできるようにすることで、APIの変更を必要とせずに将
来的にフィールドを追加する柔軟性を提供します。
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B.Webアプリ用の 1つの APIセット (エクスペリエンス API、プロセス API、およびシステム API)と、モ
バイルアプリ用の別のセット。

C.モバイルアプリとWebアプリ用に別々のエクスペリエンス APIを使用しますが、データベースと
CRMシステム用に作成された別々のシステム APIを呼び出す共通のプロセス APIです。
D.Webアプリとモバイルアプリの両方で使用される共通のエクスペリエンス APIですが、データベース
と CRMシステムとやり取りするWebアプリとモバイルアプリの個別の Process APIです。
正解: C (コメントを発表する)
Lets analyze the situation in regards to the different options available Option : A common Experience API
but separate Process APIs Analysis : This solution will not work because having common experience layer
will not help the purpose as mobile and web applications will have different set of requirements which
cannot be fulfilled by single experience layer API Option : Common Process API Analysis : This solution
will not work because creating a common process API will impose limitations in terms of flexibility to
customize API;s as per the requirements of different applications. It is not a recommended approach.
Option : Separate set of API's for both the applications Analysis : This goes against the principle of
Anypoint API-led connectivity approach which promotes creating reusable assets. This solution may work
but this is not efficient solution and creates duplicity of code.
Hence the correct answer is: Separate Experience APIs for the mobile and web app, but a common
Process API that invokes separate System APIs created for the database and CRM system
Lets analyze the situation in regards to the different options available Option : A common Experience API
but separate Process APIs Analysis : This solution will not work because having common experience layer
will not help the purpose as mobile and web applications will have different set of requirements which
cannot be fulfilled by single experience layer API Option : Common Process API Analysis : This solution
will not work because creating a common process API will impose limitations in terms of flexibility to
customize API;s as per the requirements of different applications. It is not a recommended approach.
Option : Separate set of API's for both the applications Analysis : This goes against the principle of
Anypoint API-led connectivity approach which promotes creating reusable assets. This solution may work
but this is not efficient solution and creates duplicity of code.
Hence the correct answer is: Separate Experience APIs for the mobile and web app, but a common
Process API that invokes separate System APIs created for the database and CRM system

有効的なMCIA-Level-1-JPN問題集はJPNTest.com提供され、MCIA-Level-1-JPN試験に合格することに
役に立ちます！JPNTest.comは今最新MCIA-Level-1-JPN試験問題集を提供します。JPNTest.com
MCIA-Level-1-JPN試験問題集はもう更新されました。ここでMCIA-Level-1-JPN問題集のテストエンジ
ンを手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/MCIA-Level-1-JPN-mondaishu
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